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Ⅱ .目的  
 現在までに行われてきた環境と食行動についての研究としては以下のようなものが
挙げられる。  
 本澤ら (2002) 5 ) は、若年世代の食品摂取行動に及ぼすテレビコマーシャルからの影響
について研究した。その結果、大学生の食、栄養に関する情報源は、テレビによるもの
が過半数を占め、テレビコマーシャルが食品購入に大きく寄与していることを明らかに
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本調査に先立ち 2016 年 7 月に北陸地方の私立短期大学の食物栄養学科に在籍する学
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調査時期： 2016 年 12 月から 2017 年 1 月にかけて実施した。  
調査対象：北陸地方の私立短期大学に在籍する食物栄養学科学生 157 名 (男性 6 名、女
性 151 名、平均年齢 19.59 歳 )、幼児教育学科学生 183 名 (男性 4 名、女性 179 名、平





(1)社会からの影響   
 予備調査で得た回答から、個人の情報源として大切だと考えられるインターネット、
雑誌、SNS 等の 9 項目を質問項目とした。「下記の文を読んで、あてはまる番号に○を
付けてください。」という質問の後、回答を求めた。 (表 1 参照 )  
質問紙には、質問文の右横に、項目ごとに 1 から 5 の等間隔の目盛りを示し、そこ
に丸をつけてもらうことにより、間隔尺度として回答を求めた。回答は「 1.全く当ては
まらない (1 点 )」、「 2.あまり当てはまらない (2 点 )」、「 3.どちらでもない (3 点 )」、「 4.少





果、得られた回答を参考に先述した 2 種類の食育についてそれぞれ 8 項目ずつ計 16 項
目を作成した。「幼稚園から高校まで学校から、次のようなことをどの程度言われてき
ましたか。当てはまる番号に〇を付けてください。」という質問の後、回答を求めた。(表





富山短期大学紀要第 55 巻(2019.3) 
 
- 36 - 
 
(3)家庭からの食育   
 この項目は、学校からの食育の項目と内容は同じである。「幼稚園から高校まで保護
者 (親や祖父母など )から、次のようなことをどの程度言われてきましたか。あてはまる
番号に〇を付けてください。」という質問の後、回答を求めた。 (表 3 参照 )  








の主観の入る余地が少ないと思われる。樋口ら (2008) 7 ) を参考に代表的な食品として、
インスタント食品、菓子、ファストフード、穀類、野菜、肉類、魚介類、乳・乳製品、
果物の 9 品を選び、それらの摂取頻度について回答を求めた。  
まず、インスタント食品、菓子、ファストフードの摂取頻度については、例えば「イ
ンスタント食品は、どのくらいの頻度で食べていますか。」という質問の後、「A.ほぼ毎
日食べる (5 点 )」、「B.週 3,4 回食べる (4 点 )」、「C.週に 1,2 回食べる (3 点 )」、「D.月に 1,2
回食べる (2 点 )」、「E.食べない (1 点 )」の 5 段階のいずれかに丸をするよう求めた。ま
た、穀類、野菜、肉類、魚介類、乳・乳製品、果物の摂取頻度については、例えば「穀
類 (米、パン )は 1 日に平均どれくらい食べますか。」という質問の後、「A.4 食以上 (5 点 )」、




か。」という質問の後、「A.全くない (1 点 )」、「B.1～ 3 種類ある (2 点 )」、「C.4～ 6 種類あ
る (3 点 )」、「D.7～ 9 種類ある (4 点 )」、「E.それ以上ある (5 点 )」の 5 段階のいずれかに丸
をするよう求めた。  
(6)フェイスシート  
 性別、年齢について回答を求めた。  
 
Ⅳ .結果および考察  
1.社会からの影響測定項目の因子分析  
 社会からの影響測定項目に対し、因子分析を行った。まず、計 9 項目の相関マトリッ
クスを求め、それに基づいて主成分法による因子分析を行った。スクリーテストの結果
を参考に因子数を 4 に定め、因子負荷行列をバリマックス法、斜交プロマックス法によ
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って回転させた。解釈に当たっては、斜交プロマックス解を採用した。結果は、表 1




第Ⅰ因子  第Ⅰ因子には、項目「 3.食に関する情報をインターネットから得ている。」、
「 1.食に関する情報をＴＶから得ている。」が高い負荷を示している。そこで、第Ⅰ因
子は、「テレビ・インターネット」の因子とする。  
第Ⅱ因子  第Ⅱ因子には、項目「 7.食に関する情報を友達から得ている。」、「 8.食に関
する情報を家族から得ている。」が高い負荷を示している。そこで、第Ⅱ因子は「身近
な人」の因子とする。  
第Ⅲ因子  第Ⅲ因子には、項目「 2.食に関する情報を本から得ている。」、「 6.食に関す
る情報を雑誌から得ている。」が高い負荷を示している。そこで、第Ⅲ因子は「本・雑
誌」の因子とする。  









や 3 の測定尺度がいくつかある。そこで、クロンバックの α 係数やスピアマン－ブラ
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
3 食に関する情報をインターネットから得ている。 828 163 474 299
1 食に関する情報をTVから得ている。 753 444 392 027
4 食に関する情報をSNSから得ている。 756 552 142 -035
7 食に関する情報を友達から得ている。 366 861 034 156
8 食に関する情報を家族から得ている。 392 824 311 312
2 食に関する情報を本から得ている。 415 222 875 369
6 食に関する情報を雑誌から得ている。 037 453 829 216
5 食に関する情報を授業から得ている。 033 198 222 866





第Ⅳ因子　　　講義 216 017 365
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 まず、第Ⅰ因子の 2 項目間における相関係数は .464 であり、1％水準で有意であった。
そこで、信頼性は保たれているとした。次に、第Ⅲ因子の 2 項目間における相関係数




















　　 Ⅰ 　　 Ⅱ
12 野菜を先に食べるように言われた。（Ａ） 680 191
11 あぶら物を取りすぎないように言われた。(Ａ) 847 415
14 夜食を食べないように言われた。(Ａ) 826 400
15 インスタント食品を食べすぎないように言われた。(Ａ) 816 421
6 レトルト食品を食べすぎないように言われた。(Ａ) 811 298
8 間食を取りすぎないように言われた。(Ａ) 806 492
10 暴飲暴食をしないようにと言われた。(Ｂ) 788 354
16 決まった時間に食事をするように言われた。(Ｂ) 774 406
9 鉄分を取るように言われた。(Ａ) 760 340
4 糖分を取りすぎないように言われた。(Ａ) 751 479
1 塩分を取りすぎないによう言われた。(Ａ) 725 448
5 ３食しっかり食べるように言われた。(Ｂ) 361 892
3 野菜、肉、魚などバランスよく食べるように言われた。(Ｂ) 471 876
2 よく噛んで食べるように言われた。(Ｂ) 465 830
7 好き嫌いをせずに食べるように言われた。(Ｂ) 413 828
13 朝食をしっかり取るように言われた。(Ｂ) 311 802
　　　　　　　　　因子名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第Ⅰ因子　　　やや専門的な食育　　　　　　
第Ⅱ因子　　　ごく一般的な食育　　　　　                            482
因子間相関
                                 　　項目内容
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 次に尺度の信頼性に関する検討を行った。まず、第Ⅰ因子の 11 項目間における相関
係数は .379 から .731 であり、全て 1％水準で有意であった。そこで、信頼性は保たれ
ているとした。次に、第Ⅱ因子の 5 項目間における相関係数は .500 から .758 であり、
全て 1％水準で有意であった。そこで、信頼性は保たれているとした。  
 
3.家庭からの食育測定項目の因子分析  
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 次に尺度の信頼性に関する検討を行った。まず、第Ⅰ因子の 5 項目間における相関係
数は .338 から .704 であり、全て 1％水準で有意であった。そこで、信頼性は保たれて







15 インスタント食品を食べすぎないように言われた。（Ａ） 856 039 412
14 夜食を食べないように言われた。(Ａ) 821 328 039
16 決まった時間に食事をするように言われた。(Ｂ) 759 308 287
12 野菜を先に食べるように言われた。(Ｂ) 678 219 405
8 間食を取りすぎないように言われた。(Ａ) 661 378 492
10 暴飲暴食をしないようにと言われた。(Ｂ) 727 296 607
6 レトルト食品を食べすぎないように言われた。(Ａ) 702 355 525
9 鉄分を取るように言われた。(Ａ) 511 218 458
5 ３食しっかり食べるように言われた。(Ｂ) 287 833 363
13 朝食をしっかり取るように言われた。(Ｂ) 491 793 294
7 好き嫌いをせずに食べるように言われた。(Ｂ) 313 773 324
3 野菜、肉、魚などバランスよく食べるように言われた。(Ｂ) 033 684 667
2 よく噛んで食べるように言われた。(Ｂ) 303 675 632
4 糖分を取りすぎないように言われた。(Ａ) 522 322 827
1 塩分を取りすぎないように言われた。(Ａ) 386 339 773
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4.認知的にとらえた食行動測定項目の因子分析  




は、表 4 に示す通りである。項目採用においては、因子負荷量が .6 以上で、他の因子
に対する負荷量が .5 以下であることを基準とした。以下、因子の解釈を行う。  
 




第Ⅱ因子  第Ⅱ因子は、項目「 5.インスタント食品をよく利用している。」、「 9.魚を食
べない。」が高い負荷を示している。この 2 項目からは健康に良くない食行動に関する
共通の概念が見てとれる。そこで、第Ⅱ因子は「好ましくない食行動」の因子とする。 
 次に尺度の信頼性に関する検討を行った。まず、第Ⅰ因子の 5 項目間における相関係
数は .381 から .608 であり、全て 1％水準で有意であった。そこで、信頼性は保たれて








3 塩分の取りすぎに気を付けている。 814 033
1 栄養バランスを考えて食事をしている。 812 089
2 よく噛んで食べるように気を付けている。 776 086
7 野菜を多く取るようにしている。 764 -004
4 腹八分目にしている。 675 098
6 朝食は忙しくても毎日必ず食べている。 496 025
5 インスタント食品をよく利用している。 -058 651
9 魚を食べない。 -190 611
10 何か嫌なことがあるとつい食べ過ぎてしまう。 058 592
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を及ぼしているということがわかった。これは、仮説 3 に沿った結果である。  










(社会） テレビ・インターネット 341 ** -075
本・雑誌 312 ** -051
（学校） やや専門的な食育 272 ** 051
ごく一般的な食育 280 ** -077
（家庭） 正しい食事の食べ方 230 ** 036
しっかり食べること 243 ** -196 **







富山短期大学紀要第 55 巻(2019.3) 
 

































(社会） テレビ・インターネット -111 * -008 -131 ** -034 063 -032 -045 057 023
本・雑誌 -114 * -032 -092 065 083 013 045 101 * 188 **
（学校） やや専門的な食育 -043 009 -098 * 017 104 * 058 011 126 * 097 *
ごく一般的な食育 -153 ** -005 -176 ** 071 094 -074 -089 -023 -032
（家庭） 正しい食事の食べ方 -091 -010 -024 -048 091 030 -018 123 * 116 *
しっかり食べること -192 ** 050 -107 * 146 ** 213 ** -011 -012 043 051
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問う 9 項目と「嫌いな食品の数」を問う 1 項目の合計 10 項目を選定した。  













 本研究から、社会 (マスコミ )からの情報、学校から受けた食育、および家庭から受け
た食育が食行動に良い影響を与えているということがわかった。  
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